
　人口減少、少子・超高齢社会を迎える中、子
どもから高齢者まで安心して便利に暮らせる魅
力あるまちとして発展していくため、本市では
「ネットワーク型コンパクトシティ」のまちづ
くりに取り組んでいます。
　その実現に向けては、拠点間のつながりを高
めて、市域内を快適に移動できることが重要と
なります。そのため、地域の特性に応じ、各種
公共交通が機能的・効率的に連携した階層性の

ある公共交通ネットワークの構築に取り組んで
います。LRT（Light　Rail　Transit・次世代型
路面電車システム）は、その中心を担う東西基
幹公共交通として整備します。
　本市では、LRTの整備によって、市民の皆さ
んが日常生活においてさまざまな移動手段を確
保でき、また、沿線地域の産業の活性化や、将
来的な鉄道との連携による広域交通ネットワー
クの形成などの効果を期待しています。

テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）で
お寄せください。

テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）で
お寄せください。

もっと深く

宇都宮情報

もっと深く

宇都宮情報

総
合
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

「
要
」と
な
る
L
R
T
の
整
備

L ight
R ail
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ライト レール トランジット



芳賀町区間
約3ｋｍ

宇都宮大学工学部

宇都宮大学

●市役所

●県庁

鬼怒通り

新
４
号
国
道

東武宇都宮駅●

●市役所

●県庁

ＪＲ日光線

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

鬼怒通り

国
道
４
号

国
道
４
号

作新学院

宇都宮工業団地
鬼
怒
川

県グリーンスタジアム

清原球場

宇都宮テクノポリスセンター地区

野高谷高架橋

竹下高架橋

平出高架橋

柳田大橋

車両基地

清原工業団地

芳賀町

宇都宮工業団地

新
４
号
国
道

ＪＲ
宇
都
宮
駅

東武宇都宮駅●

●桜通り十文字付近●桜通り十文字付近

芳賀工業団地

芳賀・高根沢工業団地

鬼怒川橋りょう

全体計画区間　約18ｋｍ
優先整備区間（※）　約15ｋｍ
宇都宮市区間　約12ｋｍ 芳賀町区間

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
東

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
西

作
新
学
院
北

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
中
央

芳
賀
台

下
竹
下

下
平
出

今
泉
町

東
宿
郷

宿
郷
町 陽

東 平
出
町

ベ
ル
モ
ー
ル
前

ＪＲ
宇
都
宮
駅
東
口

清原工業団地北

清原管理センター前

管理センター前

かしの森公園

本田技研北門

※

約3ｋｍ
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Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

３
月
に
策
定
し
た
「
東
西
基
幹
公
共
交
通

の
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
」
に
お
い
て
、

桜
通
り
十
文
字
付
近
か
ら
宇
都
宮
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
地
区
ま
で
を
全
体
計
画

区
間
と
し
、
JR
宇
都
宮
駅
東
側
か
ら
段
階

的
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
10
月
に
は
芳
賀
町
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ

事
業
へ
の
参
画
意
向
を
受
け
、
JR
宇
都
宮

駅
東
口
か
ら
芳
賀
・
高
根
沢
工
業
団
地
付

近
ま
で
の
区
間
を
優
先
整
備
区
間
（
上
の

地
図※

）
と
し
て
改
め
て
設
定
し
、
「
芳

賀・宇
都
宮
基
幹
公
共
交
通
検
討
委
員
会
」

な
ど
で
事
業
化
に
向
け
た
具
体
的
・
専
門

的
な
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
検
討
と
合
わ
せ
て
、
本
市

で
は
、
芳
賀
・
宇
都
宮
東
部
地
域
の
公
共

交
通
の
充
実
・
強
化
に
向
け
、
平
成
27
年

11
月
に
芳
賀
町
と
と
も
に
「
芳
賀
・
宇
都

宮
東
部
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
基
幹

公
共
交
通
と
し
て
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
（
軌
道

運
送
高
度
化
事
業
）
と
と
も
に
、
当
該
地

域
の
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
や
交
通
結

節
機
能
の
強
化
、
IC
カ
ー
ド
の
導
入
な
ど

の
事
業
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

業
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当

Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
の
検
討

公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定

早
期
開
業
を
目
指
し
て

◎映写機マークにアプリをダウンロードしたスマートフォンまたはカメラ付きタブレットをかざす
とAR（拡張現実）で動画をご覧いただけます。設定方法など、詳しくは、市ホームページをご覧
ください。

※１芳賀町区間は芳賀町が整備します。※２概算事業費のうち共用する車両や車両基地などの整備費は
本市と芳賀町で応分の負担とします。※３将来的に運転最高速度は自動車交通との併用区間で時速50キ
ロメートル、鬼怒川橋りょうなどのＬＲＴ専用走行区間の一部で時速70キロメートルとする軌道法の特認を目
指します。※４追い越しを伴う快速電車の運行は軌道事業において国内初の取り組みとなります。

優先整備区間　　事業概要
約15キロメートル（複線）営業キロ

優先整備区間　　運行計画
全線時速40キロメートル（※３）運転最高速度

１日当たり16,318人（平日）需要予測

初乗り150円～400円（対距離制）運賃

ICカードシステム導入（ワンマン運転）運賃収受方法

午前６時台～午後11時台
（JR宇都宮駅の新幹線の始発・終電に対応）運転時間帯

▽ピーク時　　　 ６分間隔（１時間当たり10本）
▽オフピーク時　10分間隔（１時間当たり６本）運行間隔

▽普通電車（各停留場に停車）　約44分
▽快速電車（一部停留場を通過）約37～38分（※４）

所要時間
（起終点間）

公設型上下分離方式事業方式

19カ所（100パーセントバリアフリー）停留場数

低床式車両（LRV）17編成（車両長　約30メートル）導入車両

155人（最大輸送力232人）車両定員

着工　平成28年度　　開業　平成31年度着工・開業予定

約458億円（消費税は含まず）
（内訳）宇都宮市区間　約412億円
　　　　芳賀町区間　　約46億円（※２）

概算事業費

普通電車を利用した場合
▽ベルモール前　　約11分　150円
▽清原工業団地北　約27分　300円
▽本田技研北門　　約44分　400円

JR宇都宮駅東
口から主な停留
場までの所要時
間・運賃

▽移動に要する総所要時間の短縮
▽道路交通事故の減少
▽環境負荷の軽減
▽運転できない人の外出機会の向上
▽沿線地域の活性化
▽拠点機能の強化による人口や企業などの集積
▽経済活動の活性化による税収増　　　　　　　など

主な効果

宇都宮ライトレール株式会社
宇都宮市、芳賀町（※１）

営業主体（上）
整備主体（下）

５カ所トランジットセ
ンター想定箇所

該
地
域
の
公
共
交
通
空
白
・
不
便
地
域
の

解
消
や
産
業
拠
点
の
維
持
・
向
上
な
ど
に

効
果
的
か
つ
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

 

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
し

い
需
要
予
測
や
営
業
主
体
の
確
保
な
ど
の

取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
平
成
28
年
１
月
に

都
市
計
画
決
定
に
向
け
た
手
続
き
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整

備
や
運
営
に
必
要
と
な
る
軌
道
事
業
の
特

許
を
取
得
す
る
た
め
、
「
軌
道
運
送
高
度

化
実
施
計
画
」
を
取
り
ま
と
め
、
国
に
認

定
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
軌
道
事
業
の
特
許
や
都
市
計
画

事
業
に
関
す
る
認
可
、
軌
道
整
備
な
ど
の

工
事
施
行
に
関
す
る
認
可
な
ど
を
取
得
し
、

平
成
28
年
度
の
着
工
、
平
成
31
年
度
の
開

業
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
優
先
整
備
区
間
の
取
り
組
み
と

合
わ
せ
、
現
在
、
JR
宇
都
宮
駅
横
断
部
の

ル
ー
ト
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
さ

ら
に
JR
宇
都
宮
駅
西
側
区
間
に
つ
い
て
も
、

沿
線
の
教
育
施
設
へ
の
利
用
意
向
調
査
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
進
捗
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
や
出

前
講
座
な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
市
民
の
皆

さ
ん
に
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

L ight R ail T ransit

N

凡　例

※停留場や高架橋、橋りょう等の名称は仮称

自動車交通との併用区間
ＬＲＴの専用走行区間
停留場
トランジットセンター想定箇所

▲ストラスブール（仏）のLRT▲トランジットセンターのイメージ（左：バスとの乗り継ぎ　右：自動車との乗り継ぎ）▲トランジットセンターのイメージ（左：バスとの乗り継ぎ　右：自動車との乗り継ぎ）

LRTの導入イメージ（JR宇都宮駅東口周辺）LRTの導入イメージ（JR宇都宮駅東口周辺）

導入を検討している30メートル級車両の事例
（福井鉄道　FUKURAM）

フ ク ラ ム

▲ストラスブール（仏）のLRT

芳賀・宇都宮東部地域（優先整備区間）のLRT整備
全国初となる全線新設によるLRTの実現に向けて

芳賀・宇都宮東部地域（優先整備区間）のLRT整備
全国初となる全線新設によるLRTの実現に向けて
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全体計画区間　約18ｋｍ
優先整備区間（※）　約15ｋｍ
宇都宮市区間　約12ｋｍ 芳賀町区間

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
東

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
西

作
新
学
院
北

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
中
央

芳
賀
台

下
竹
下

下
平
出

今
泉
町

東
宿
郷

宿
郷
町 陽

東 平
出
町

ベ
ル
モ
ー
ル
前

ＪＲ
宇
都
宮
駅
東
口

清原工業団地北

清原管理センター前

管理センター前

かしの森公園

本田技研北門

※
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Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

３
月
に
策
定
し
た
「
東
西
基
幹
公
共
交
通

の
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
」
に
お
い
て
、

桜
通
り
十
文
字
付
近
か
ら
宇
都
宮
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
地
区
ま
で
を
全
体
計
画

区
間
と
し
、
JR
宇
都
宮
駅
東
側
か
ら
段
階

的
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
10
月
に
は
芳
賀
町
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ

事
業
へ
の
参
画
意
向
を
受
け
、
JR
宇
都
宮

駅
東
口
か
ら
芳
賀
・
高
根
沢
工
業
団
地
付

近
ま
で
の
区
間
を
優
先
整
備
区
間
（
上
の

地
図※

）
と
し
て
改
め
て
設
定
し
、
「
芳

賀・宇
都
宮
基
幹
公
共
交
通
検
討
委
員
会
」

な
ど
で
事
業
化
に
向
け
た
具
体
的
・
専
門

的
な
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
検
討
と
合
わ
せ
て
、
本
市

で
は
、
芳
賀
・
宇
都
宮
東
部
地
域
の
公
共

交
通
の
充
実
・
強
化
に
向
け
、
平
成
27
年

11
月
に
芳
賀
町
と
と
も
に
「
芳
賀
・
宇
都

宮
東
部
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
基
幹

公
共
交
通
と
し
て
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
（
軌
道

運
送
高
度
化
事
業
）
と
と
も
に
、
当
該
地

域
の
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
や
交
通
結

節
機
能
の
強
化
、
IC
カ
ー
ド
の
導
入
な
ど

の
事
業
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

業
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当

Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
の
検
討

公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定

早
期
開
業
を
目
指
し
て

◎映写機マークにアプリをダウンロードしたスマートフォンまたはカメラ付きタブレットをかざす
とAR（拡張現実）で動画をご覧いただけます。設定方法など、詳しくは、市ホームページをご覧
ください。

※１芳賀町区間は芳賀町が整備します。※２概算事業費のうち共用する車両や車両基地などの整備費は
本市と芳賀町で応分の負担とします。※３将来的に運転最高速度は自動車交通との併用区間で時速50キ
ロメートル、鬼怒川橋りょうなどのＬＲＴ専用走行区間の一部で時速70キロメートルとする軌道法の特認を目
指します。※４追い越しを伴う快速電車の運行は軌道事業において国内初の取り組みとなります。

優先整備区間　　事業概要
約15キロメートル（複線）営業キロ

優先整備区間　　運行計画
全線時速40キロメートル（※３）運転最高速度

１日当たり16,318人（平日）需要予測

初乗り150円～400円（対距離制）運賃

ICカードシステム導入（ワンマン運転）運賃収受方法

午前６時台～午後11時台
（JR宇都宮駅の新幹線の始発・終電に対応）運転時間帯

▽ピーク時　　　 ６分間隔（１時間当たり10本）
▽オフピーク時　10分間隔（１時間当たり６本）運行間隔

▽普通電車（各停留場に停車）　約44分
▽快速電車（一部停留場を通過）約37～38分（※４）

所要時間
（起終点間）

公設型上下分離方式事業方式

19カ所（100パーセントバリアフリー）停留場数

低床式車両（LRV）17編成（車両長　約30メートル）導入車両

155人（最大輸送力232人）車両定員

着工　平成28年度　　開業　平成31年度着工・開業予定

約458億円（消費税は含まず）
（内訳）宇都宮市区間　約412億円
　　　　芳賀町区間　　約46億円（※２）

概算事業費

普通電車を利用した場合
▽ベルモール前　　約11分　150円
▽清原工業団地北　約27分　300円
▽本田技研北門　　約44分　400円

JR宇都宮駅東
口から主な停留
場までの所要時
間・運賃

▽移動に要する総所要時間の短縮
▽道路交通事故の減少
▽環境負荷の軽減
▽運転できない人の外出機会の向上
▽沿線地域の活性化
▽拠点機能の強化による人口や企業などの集積
▽経済活動の活性化による税収増　　　　　　　など

主な効果

宇都宮ライトレール株式会社
宇都宮市、芳賀町（※１）

営業主体（上）
整備主体（下）

５カ所トランジットセ
ンター想定箇所

該
地
域
の
公
共
交
通
空
白
・
不
便
地
域
の

解
消
や
産
業
拠
点
の
維
持
・
向
上
な
ど
に

効
果
的
か
つ
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

 

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
し

い
需
要
予
測
や
営
業
主
体
の
確
保
な
ど
の

取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
平
成
28
年
１
月
に

都
市
計
画
決
定
に
向
け
た
手
続
き
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整

備
や
運
営
に
必
要
と
な
る
軌
道
事
業
の
特

許
を
取
得
す
る
た
め
、
「
軌
道
運
送
高
度

化
実
施
計
画
」
を
取
り
ま
と
め
、
国
に
認

定
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
軌
道
事
業
の
特
許
や
都
市
計
画

事
業
に
関
す
る
認
可
、
軌
道
整
備
な
ど
の

工
事
施
行
に
関
す
る
認
可
な
ど
を
取
得
し
、

平
成
28
年
度
の
着
工
、
平
成
31
年
度
の
開

業
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
優
先
整
備
区
間
の
取
り
組
み
と

合
わ
せ
、
現
在
、
JR
宇
都
宮
駅
横
断
部
の

ル
ー
ト
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
さ

ら
に
JR
宇
都
宮
駅
西
側
区
間
に
つ
い
て
も
、

沿
線
の
教
育
施
設
へ
の
利
用
意
向
調
査
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
進
捗
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
や
出

前
講
座
な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
市
民
の
皆

さ
ん
に
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

L ight R ail T ransit

N

凡　例

※停留場や高架橋、橋りょう等の名称は仮称

自動車交通との併用区間
ＬＲＴの専用走行区間
停留場
トランジットセンター想定箇所

▲ストラスブール（仏）のLRT▲トランジットセンターのイメージ（左：バスとの乗り継ぎ　右：自動車との乗り継ぎ）▲トランジットセンターのイメージ（左：バスとの乗り継ぎ　右：自動車との乗り継ぎ）

LRTの導入イメージ（JR宇都宮駅東口周辺）LRTの導入イメージ（JR宇都宮駅東口周辺）

導入を検討している30メートル級車両の事例
（福井鉄道　FUKURAM）

フ ク ラ ム

▲ストラスブール（仏）のLRT

芳賀・宇都宮東部地域（優先整備区間）のLRT整備
全国初となる全線新設によるLRTの実現に向けて

芳賀・宇都宮東部地域（優先整備区間）のLRT整備
全国初となる全線新設によるLRTの実現に向けて
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L ight R ail T ransit

真岡方面

真岡方面

益子方面

デマンド交通

地域内交通

地域内交通

地域内交通

幹線バス路線

幹線バス路線

ＬＲＴ

地域内交通

地域内交通

芳賀、茂木方面

基幹公共交通の
役割を担うＬＲＴの

整備に合わせて、芳賀・宇
都宮東部地域のバスネッ
トワーク再編に取り組みま
す。ＬＲＴとルートが並行す
るバス路線はＬＲＴを補完
し、東西方向の移動を支
える幹線バスへ、ルートが
重なるバス路線はＬＲＴと
接続する支線バスへの再
編を検討します。
　こうしたバスネットワー
ク再編などと合わせて、さ
まざまな交通機関が連携
した利便性の高い公共交
通ネットワークを形成する
ため、ＬＲＴの主要な停留
場付近には、乗り継ぎがし
やすい施設としてバスや
タクシーなどの乗降場・駐
車場・駐輪場などを設け
たトランジットセンターを
整備します。

L
R
T
の
停
留
場
は
ど
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
の
？

停
留
場
は
、
基
本
的
に
信
号
の
あ

る
交
差
点
部
に
配
置
し
ま
す
。
雨

風
を
防
ぐ
屋
根
や
自
動
車
の
水
は
ね
対
策
、

ベ
ン
チ
、
ス

ロ
ー
プ
、
分

か
り
や
す
い

運
行
案
内
板

な
ど
を
設
置

し
、
誰
も
が

快
適
に
安
全

に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を

利
用
で
き
る

空
間
を
整
備

し
ま
す
。

問答

運
賃
の
支
払
い
は
ど
う
す
る
の
？

主
に
IC
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
い
を

考
え
て
い
ま
す
。
IC
カ
ー
ド
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
枚
の
カ
ー
ド
で

Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
バ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
共

交
通
を
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
継
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

現
在
、
運
賃

の
乗
り
継
ぎ
割

引
制
度
や
、
高

齢
者
外
出
支
援

な
ど
の
地
域
独

自
の
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
向
け

て
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

問答

市
民
参
加
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
取
り
組
み

に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？

路
面
電
車
が
運
行
し
て
い
る
他
の

都
市
で
は
、
市
民
参
加
の
取
り
組

み
と
し
て
停
留
場
の
ベ
ン
チ
設
置
へ
の
記

念
寄
付
や
、
車
両
の
デ
ザ
イ
ン
ラ
ッ
ピ
ン

グ
、
施
設
見
学
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
新
た
な
「
ま
ち

の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、

宇
都
宮
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
で
き
る
公

共
交
通
と
な
る
よ
う
、
積
極
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問答

芳賀・宇都宮東部地域の公共交通ネットワークのイメージ
（出典　芳賀・宇都宮東部地域公共交通網形成計画）

答

：ＬＲＴ

：バス路線

：幹線バス路線

：支線バス・トランジッ
  トセンターへの接続

地域内交通・デマンド交通

：既導入地区

：導入予定地区

：トランジットセンター
　(交通結節点)

▲学生の提案により実現した車両のラッピング（鹿児島市）

■1日当たりの目的別利用者数■運営収支見込み（開業4年目）

収
入

支
出

年間　約9.8億円
（運賃、雑収入など）

年間　約8.5億円
（人件費、経費、租税公課など）

通勤 通学 業務 私事 合計

13,357 1,305 274 1,382 16,318

2,671 131 82 2,764 5,648

（人）

上

下

営業主体

公共（整備主体）

民間のノウハウを活かした効率的な
運行や良質なサービスの提供

道路や橋と同様にまちづくりに欠かせない
持続性のある社会基盤として

施設を整備・保有

施設・車両の貸付
施設使用料など
整備主体に支払う費用

Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
誰
が
運
営
す
る
の
？

Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
公
設
型
上
下
分
離
方
式

に
よ
っ
て
公
共
（
本
市
・
芳
賀

町
）
が
軌
道
や
停
留
場
な
ど
の
施
設
、
車

両
を
整
備
・
保
有
し
、「
宇
都
宮
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
株
式
会
社（※

）」が
借
り
受
け
、

運
行
を
担
い
ま
す
。
今
後
、
開
業
に
向
け

民
間
軌
道
事
業
者
の
技
術
協
力
の
も
と
、

運
転
士
の
養
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
平
成

31
年
度
の
運
行
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

※本市と芳賀町が主体的な役割りを担い、地元経済界や交通事業者の出資を得て平成27年11月9日に設立した
官民連携による会社です。行政の社会的信用や確実性・安定性、民間の営業力や迅速性など、それぞれの強み
を生かして運転士や技術職など、運送事業に必要な人材の確保などに取り組んでいきます。

よ
く
あ
る質

問

答
え

と

問答

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
利
用
者
数
と
運
営
収
支

の
見
込
み
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
？

利
用
者
数
は
「
県
央
広
域
都
市
圏

生
活
行
動
実
態
調
査
」
結
果
な
ど

か
ら
、
１
日
当
た

り
１
万
６
３
１
８

人
と
推
計
し
て
い

ま
す
。
運
営
収
支

は
運
営
が
本
格
化

す
る
平
成
32
年
度

か
ら
単
年
度
で
黒

字
を
計
上
す
る
見

込
み
で
す
。

　
こ
う
し
た
試
算

か
ら
、
需
要
の
定

着
が
図
ら
れ
る
開

業
４
年
目
（
平
成

34
年
度
）
の
運
営

収
支
は
約
1.3
億
円

の
黒
字
と
な
り
、

開
業
前
経
費
に

よ
っ
て
生
じ
た
累

積
損
失
は
開
業
９

年
目
で
解
消
す
る

見
込
み
で
す
。

問答

市
の
財
政
規
模
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備

は
可
能
な
の
？

Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
の
概
算
事
業
費
は
本

市
の
優
先
整
備
区
間
で
約
412
億
円

と
試
算
し
て
い
ま
す
。
そ
の
約
２
分
の
１

は
、
国
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
見
込
み
で

す
。
仮
に
地
方
分
の
事
業
費
全
額
を
本
市

が
負
担
す
る
と
し
、
そ
の
９
割
に
市
債
を

活
用
す
る
と
、
単
年
度
当
た
り
の
支
出
額

は
最
大
13
億
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
額
は
、

中
核
市
の
中
で
も
上
位
の
財
政
力
が
あ
り
、

毎
年
度
約
１
９
０
０
億
円
規
模
の
一
般
会

計
予
算
額
を
計
上
し
、
こ
の
う
ち
約
１
１

０
０
億
円
の
一
般
財
源
を
有
す
る
本
市
の

財
政
規
模
か
ら
十
分
に
対
応
が
可
能
で
す
。

問答
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
整
備
す
る
こ
と
で
周
辺

交
通
は
悪
化
し
な
い
の
？

一
部
の
区
間
で
現
在
よ
り
車
線
数

は
減
少
し
ま
す
が
、
車
１
台
１
台

の
動
き
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
再
現
す

る
交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
検

問答

ＬＲＴの整備によって他の公共交通とのつながりはどうなるの？

証
や
関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
い
、
一
部

区
間
の
高
架
化
や
交
差
点
部
の
改
良
、
信

号
点
灯
サ
イ
ク
ル
の
調
整
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
後
も
交
通
の
円

滑
化
が
確
保
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

※分かりやすくするため、事業費を４００億円と設定しています。
※整備期間を4年、償還期間を20年、利率を2パーセントで試算しています。

単年度当たりの
支出額イメージ

年 最大13億円

■宇都宮市区間の事業費構成イメージ

宇都宮市区間400億円

国200億円 地方200億円

▲ICカードの利用イメージ

▲停留場イメージ（広島電鉄）

▲「公設型上下分離方式」のイメージ

①JR宇都宮駅東口
　停留場周辺区間

導入後（4車線）

導入前（6車線）

③テクノポリスセンター地区内
停留場周辺区間
導入前

導入後（道路拡幅）

②ベルモール前
　停留場周辺区間
導入前（4車線）

導入後（3車線）
[東進2車線 西進1車線]

もっと深く知ろう

N

平
日
休
日
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L ight R ail T ransit

真岡方面

真岡方面

益子方面

デマンド交通

地域内交通

地域内交通

地域内交通

幹線バス路線

幹線バス路線

ＬＲＴ

地域内交通

地域内交通

芳賀、茂木方面

基幹公共交通の
役割を担うＬＲＴの

整備に合わせて、芳賀・宇
都宮東部地域のバスネッ
トワーク再編に取り組みま
す。ＬＲＴとルートが並行す
るバス路線はＬＲＴを補完
し、東西方向の移動を支
える幹線バスへ、ルートが
重なるバス路線はＬＲＴと
接続する支線バスへの再
編を検討します。
　こうしたバスネットワー
ク再編などと合わせて、さ
まざまな交通機関が連携
した利便性の高い公共交
通ネットワークを形成する
ため、ＬＲＴの主要な停留
場付近には、乗り継ぎがし
やすい施設としてバスや
タクシーなどの乗降場・駐
車場・駐輪場などを設け
たトランジットセンターを
整備します。

L
R
T
の
停
留
場
は
ど
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
の
？

停
留
場
は
、
基
本
的
に
信
号
の
あ

る
交
差
点
部
に
配
置
し
ま
す
。
雨

風
を
防
ぐ
屋
根
や
自
動
車
の
水
は
ね
対
策
、

ベ
ン
チ
、
ス

ロ
ー
プ
、
分

か
り
や
す
い

運
行
案
内
板

な
ど
を
設
置

し
、
誰
も
が

快
適
に
安
全

に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を

利
用
で
き
る

空
間
を
整
備

し
ま
す
。

問答

運
賃
の
支
払
い
は
ど
う
す
る
の
？

主
に
IC
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
い
を

考
え
て
い
ま
す
。
IC
カ
ー
ド
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
枚
の
カ
ー
ド
で

Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
バ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
共

交
通
を
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
継
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

現
在
、
運
賃

の
乗
り
継
ぎ
割

引
制
度
や
、
高

齢
者
外
出
支
援

な
ど
の
地
域
独

自
の
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
向
け

て
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

問答

市
民
参
加
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
取
り
組
み

に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？

路
面
電
車
が
運
行
し
て
い
る
他
の

都
市
で
は
、
市
民
参
加
の
取
り
組

み
と
し
て
停
留
場
の
ベ
ン
チ
設
置
へ
の
記

念
寄
付
や
、
車
両
の
デ
ザ
イ
ン
ラ
ッ
ピ
ン

グ
、
施
設
見
学
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
新
た
な
「
ま
ち

の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、

宇
都
宮
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
で
き
る
公

共
交
通
と
な
る
よ
う
、
積
極
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問答

芳賀・宇都宮東部地域の公共交通ネットワークのイメージ
（出典　芳賀・宇都宮東部地域公共交通網形成計画）

答

：ＬＲＴ

：バス路線

：幹線バス路線

：支線バス・トランジッ
  トセンターへの接続

地域内交通・デマンド交通

：既導入地区

：導入予定地区

：トランジットセンター
　(交通結節点)

▲学生の提案により実現した車両のラッピング（鹿児島市）

■1日当たりの目的別利用者数■運営収支見込み（開業4年目）

収
入

支
出

年間　約9.8億円
（運賃、雑収入など）

年間　約8.5億円
（人件費、経費、租税公課など）

通勤 通学 業務 私事 合計

13,357 1,305 274 1,382 16,318

2,671 131 82 2,764 5,648

（人）

上

下

営業主体

公共（整備主体）

民間のノウハウを活かした効率的な
運行や良質なサービスの提供

道路や橋と同様にまちづくりに欠かせない
持続性のある社会基盤として

施設を整備・保有

施設・車両の貸付
施設使用料など
整備主体に支払う費用

Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
誰
が
運
営
す
る
の
？

Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
公
設
型
上
下
分
離
方
式

に
よ
っ
て
公
共
（
本
市
・
芳
賀

町
）
が
軌
道
や
停
留
場
な
ど
の
施
設
、
車

両
を
整
備
・
保
有
し
、「
宇
都
宮
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
株
式
会
社（※

）」が
借
り
受
け
、

運
行
を
担
い
ま
す
。
今
後
、
開
業
に
向
け

民
間
軌
道
事
業
者
の
技
術
協
力
の
も
と
、

運
転
士
の
養
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
平
成

31
年
度
の
運
行
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

※本市と芳賀町が主体的な役割りを担い、地元経済界や交通事業者の出資を得て平成27年11月9日に設立した
官民連携による会社です。行政の社会的信用や確実性・安定性、民間の営業力や迅速性など、それぞれの強み
を生かして運転士や技術職など、運送事業に必要な人材の確保などに取り組んでいきます。

よ
く
あ
る質

問

答
え

と

問答

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
利
用
者
数
と
運
営
収
支

の
見
込
み
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
？

利
用
者
数
は
「
県
央
広
域
都
市
圏

生
活
行
動
実
態
調
査
」
結
果
な
ど

か
ら
、
１
日
当
た

り
１
万
６
３
１
８

人
と
推
計
し
て
い

ま
す
。
運
営
収
支

は
運
営
が
本
格
化

す
る
平
成
32
年
度

か
ら
単
年
度
で
黒

字
を
計
上
す
る
見

込
み
で
す
。

　
こ
う
し
た
試
算

か
ら
、
需
要
の
定

着
が
図
ら
れ
る
開

業
４
年
目
（
平
成

34
年
度
）
の
運
営

収
支
は
約
1.3
億
円

の
黒
字
と
な
り
、

開
業
前
経
費
に

よ
っ
て
生
じ
た
累

積
損
失
は
開
業
９

年
目
で
解
消
す
る

見
込
み
で
す
。

問答

市
の
財
政
規
模
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備

は
可
能
な
の
？

Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
の
概
算
事
業
費
は
本

市
の
優
先
整
備
区
間
で
約
412
億
円

と
試
算
し
て
い
ま
す
。
そ
の
約
２
分
の
１

は
、
国
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
見
込
み
で

す
。
仮
に
地
方
分
の
事
業
費
全
額
を
本
市

が
負
担
す
る
と
し
、
そ
の
９
割
に
市
債
を

活
用
す
る
と
、
単
年
度
当
た
り
の
支
出
額

は
最
大
13
億
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
額
は
、

中
核
市
の
中
で
も
上
位
の
財
政
力
が
あ
り
、

毎
年
度
約
１
９
０
０
億
円
規
模
の
一
般
会

計
予
算
額
を
計
上
し
、
こ
の
う
ち
約
１
１

０
０
億
円
の
一
般
財
源
を
有
す
る
本
市
の

財
政
規
模
か
ら
十
分
に
対
応
が
可
能
で
す
。

問答
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
整
備
す
る
こ
と
で
周
辺

交
通
は
悪
化
し
な
い
の
？

一
部
の
区
間
で
現
在
よ
り
車
線
数

は
減
少
し
ま
す
が
、
車
１
台
１
台

の
動
き
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
再
現
す

る
交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
検

問答

ＬＲＴの整備によって他の公共交通とのつながりはどうなるの？

証
や
関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
い
、
一
部

区
間
の
高
架
化
や
交
差
点
部
の
改
良
、
信

号
点
灯
サ
イ
ク
ル
の
調
整
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
後
も
交
通
の
円

滑
化
が
確
保
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

※分かりやすくするため、事業費を４００億円と設定しています。
※整備期間を4年、償還期間を20年、利率を2パーセントで試算しています。

単年度当たりの
支出額イメージ

年 最大13億円

■宇都宮市区間の事業費構成イメージ

宇都宮市区間400億円

国200億円 地方200億円

▲ICカードの利用イメージ

▲停留場イメージ（広島電鉄）

▲「公設型上下分離方式」のイメージ

①JR宇都宮駅東口
　停留場周辺区間

導入後（4車線）

導入前（6車線）

③テクノポリスセンター地区内
停留場周辺区間
導入前

導入後（道路拡幅）

②ベルモール前
　停留場周辺区間
導入前（4車線）

導入後（3車線）
[東進2車線 西進1車線]

もっと深く知ろう

N

平
日
休
日
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私
は
、
昨
年
11
月
に
設
立
さ
れ
た
、
宇

都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
の
常
務
取

締
役
に
就
任
し
ま
し
た
。
広
島
電
鉄
な
ど

で
培
っ
た
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
便

利
で
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
乗
り
物
と
な

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

私
と
し
て
は
、
全
国
初
の
取
り
組
み
と

な
る
「
信
用
乗
車
方
式
」
を
導
入
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
方
式
は
、
日

本
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

駅
員
や
乗
務
員
に
よ
る
運
賃
の
収
受
や
、

乗
車
券
の
改
札
を
省
略
す
る
方
式
の
こ
と

で
す
。
全
国
の
路
面
電
車
で
は
、
運
転
士

や
車
掌
の
近
く
の
ド
ア
か
ら
運
賃
を
支
払

い
降
り
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
が
、
ド
ア

付
近
に
設
置
し
た
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
IC

カ
ー
ド
を
か
ざ
す
だ
け
で
、
運
賃
収
受
を

済
ま
せ
る
よ
う
に
す
る
の
で
す
。
こ
う
す

る
こ
と
で
、
全
て
の
ド
ア
か
ら
乗
り
降
り

が
可
能
と
な
り
、
停
留
場
で
の
停
車
時
間

が
短
縮
さ
れ
ま
す
。
一
つ
の
停
留
場
で
は

数
十
秒
の
短
縮
で
も
全
体
で
は
速
達
性
が

飛
躍
的
に
向
上
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に

便
利
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
一
つ
の
要
因

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

こ
の
他
に
も
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
で
は
全
国
初
の

試
み
と
し
て
、
乗
車
・
降
車
は
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
ド
ア
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
ら

う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
す
る
こ

と
で
、
寒
い
時
や
暑
い
時
も
車
内
の
温
度

を
一
定
に
保
つ
こ
と
が
で
き
、
快
適
性
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

市
民
の
皆
さ
ん
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
親
し
み
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
多

く
の
接
点
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
路
線

名
や
車
両
な
ど
の
愛
称
募
集
、
「
路
面
電

車
の
日
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
電

飾
を
施
し
た
「
ク
リ
ス
マ
ス
電
車
」
な
ど

の
季
節
電
車
の
運
行
な
ど
、
楽
し
さ
の
あ

る
計
画
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

ま
た
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
る
た
め
に
は
、
運
転
士
を
は
じ
め
全

社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
安
全
な
運
行
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、「
お
も
て
な
し
の
心
」

を
も
っ
て
対
応
す
る
な
ど
、
信
頼
さ
れ
る

会
社
・
社
員
を
目
指
す
こ
と
が
一
番
大
切

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
は
じ
め
、
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
機
関

が
役
割
を
分
担
し
連
携
を
図
る
こ
と
で
、

便
利
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
交

通
手
段
の
１
つ
と
し
て
便
利
な
も
の
と
な

る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
市
民
の
皆
さ
ん
に

親
し
み
愛
さ
れ
る
た
め
に

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
開
業
に
向
け
て

Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
身
近
な
交
通
手
段
の
１
つ
に

全
国
に
誇
れ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
実
現
に
向
け
て

アイデア通信

LRTが多くの人に利用され、市民に親しまれる
乗り物となるために、私はこう考えます。

1 市民や来訪者が便利に気軽に利用できる公共交通
としてＬＲＴに期待することは何ですか（○は３つまで）。
１　駐車場や駐輪場などの整備　２　快適な待合スペー
スや座り心地の良い座席の設置　３　目的地までの到着
の早さ　４　短い間隔での電車の運行　５　バスなどと
連携したＩＣカードの導入　６　電車接近情報などの案内
情報の充実　７　１日乗車券などの発行　８　車内への
自転車の持ち込み　９　乗降補助などを行うアテンダン
トの乗務
10 その他

2 多くの市民が親しみを持てるLRTとなるために、ど
のような取り組みが有効だと思いますか（○は３つ
まで）。
１　記念セレモニーなどのイベント開催　２　「餃子電
車」や「カクテル電車」などの企画電車の運行　３　季節
電車やラッピング車両の運行　４　電車や停留場などの
愛称の募集　５　キャラクターグッズや模型などの製作・
販売　６　施設見学会などの実施
７　その他

▼あなたの意見をお寄せください
　市民の皆さんから、「ＬＲＴ」についての意見・提案をお受けします。寄せら
れた意見・提案などは、施策の参考とします。なお、一部を後日、広報紙で紹
介します。質問などへの回答は、直接本人あてに返信しませんので、ご了承
ください。
　下のはがき（切手不要）を切り取り、3月18日（金）
までにポストに投函してください。他のはがきや手
紙・ファクス・Eメール・市ホームページのアンケート

（携帯サイト含む）でも受け付けます。
送付先・問い合わせ先
〒320-8540市役所総合政策部広報広聴課
☎（632）2129、 （639）0627
Eメール：u2030@city.utsunomiya.tochigi.jp
広報うつのみやプラス「ＬＲＴ」についての問い合わせ先
建設部ＬＲＴ整備室
☎（632）2277、 （639）0626
Eメール：u2017@city.utsunomiya.tochigi.jp

▲携帯サイト用QRコード

宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　

常
務
取
締
役
　中
尾
　正
俊 

さ
ん

君
島
さ
ん
　
栃
木
SC
の
試
合
観
戦
に
グ

リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
行
く
時
、
今
は

車
が
主
な
交
通
手
段
で
す
が
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ

に
乗
っ
て
行
け
れ
ば
交
通
手
段
の
選
択

肢
が
増
え
て
、
行
き
や
す
く
な
る
と
思

い
ま
す
。

板
橋
さ
ん
　
ま
ち
な
か
の
学
生
は
、
Ｌ
Ｒ

Ｔ
で
通
学
で
き
れ
ば
便
利
な
は
ず
で
す
。

私
は
乗
り
物
に
弱
い
の
で
す
が
、
Ｌ
Ｒ

Ｔ
は
振
動
が
少
な
い
と
聞
い
て
い
る
の

で
期
待
し
て
い
ま
す
。

永
嶋
さ
ん
　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
車
両
に
ラ
ッ
ピ
ン

グ
が
で
き
る
と
聞
き
ま
し
た
。
市
民
か

ら
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

小
平
さ
ん
　
IC
カ
ー
ド
が
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
は

じ
め
電
車
や
バ
ス
で
も
共
通
で
使
え
た

ら
と
て
も
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。

福
井
さ
ん
　
こ
の
停
留
場
を
降
り
た
ら
こ

ん
な
場
所
へ
行
け
る
な
ど
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を

利
用
し
た
く
な
る
具
体
的
な
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

板
橋
さ
ん
　
停
留
場
で
待
ち
時
間
に
飽
き

さ
せ
な
い
工
夫
が
あ
る
と
う
れ
し
い
で

す
。

全
員
　
気
軽
に
立
ち
寄
れ
て
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
軽
食
や
飲
み
物
を
提
供
し
て
く

れ
る
お
店
、
種
類
が
豊
富
な
充
実
し
た

自
動
販
売
機
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど

も
あ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

小
平
さ
ん
　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
バ
ス
な
ど
、
ス

ム
ー
ズ
に
乗
り
継
ぎ
が
で
き
れ
ば
、
利

用
す
る
人
が
増
え
て
渋
滞
緩
和
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。

福
井
さ
ん
　
私
は
清
原
地
区
在
住
で
す
が
、

清
原
球
場
や
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
多
い
の
に
交
通
の

便
が
悪
い
の
で
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
い
え
ば
清

原
地
区
」
を
思
い
浮
か
べ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

君
島
さ
ん
　
せ
っ
か
く
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
通
る
な

ら
、
JR
宇
都
宮
駅
の
東
側
に
も
オ
リ
オ

ン
ス
ク
エ
ア
の
よ
う
な
人
が
集
ま
れ
る

場
所
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

永
嶋
さ
ん
　
県
全
体
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
通
る
と

う
れ
し
い
で
す
。
県
外
か
ら
観
光
に
来

る
人
は
、
新
幹
線
で
JR
宇
都
宮
駅
に
来

て
、
そ
こ
か
ら
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
乗
り
換
え
て

県
内
各
地
に
出
掛
け
て
ほ
し
い
で
す
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
乗
っ
た
ら
、
餃
子
や
い
ち
ご

の
ク
ー
ポ
ン
券
を
観
光
客
に
配
る
の
も

お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

板
橋
さ
ん
　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
走
る
よ
う
に
な
れ

ば
宇
都
宮
市
や
栃
木
県
の
知
名
度
が
上

が
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
茨
城
県
在
住

な
の
で
、
茨
城
県
で
も
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
走
ら

せ
て
、
北
関
東
全
体
が
活
気
付
き
、
知

名
度
が
ア
ッ
プ
し
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

未
来
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
馳
せ
る
想
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞
き
ま
し
た

宇
都
宮
メ
デ
ィ
ア・ア
ー
ツ
専
門
学
校
の
皆
さ
ん

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に

乗
っ
て
み
た
い
で
す
か
。

質　問

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
期
待
し
ま
す
か
。

質　問

Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
親
し
ま
れ
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
何
だ
と
思

い
ま
す
か
。

質　問

▲上　左から板橋
ま  　い

真絵さん、福井遼さん、君島忍さん。
　下　左から小平千里さん、永嶋

かいと

海翔さん。

ギ
ョ
ー
ザ

は

中尾　正俊さん
1967年4月に広島電鉄に入社。36年間にわたる電
車部勤務の後、常務取締役電車カンパニープレジデ
ントに就任。2009年に退任後は、広島バスにて取
締役や、鉄道技術総合研究所にて鉄道技術推進セン
ターレールアドバイザーなど、公共交通に関わる役
職を歴任し、現在に至る。

プロフィー
ル

◎宇都宮メディア・アーツ専門学校建築インテリアデザイン科・建築インテリアデザイン研究科の
皆さんは、LRTに関する出前講座を受講しました。
◎LRTに関する出前講座　▽内容　公共交通ネットワークの構築やLRT整備の検討状況など▽その
他　申込方法など、詳しくは、LRT整備室☎（632）2277へ。
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私
は
、
昨
年
11
月
に
設
立
さ
れ
た
、
宇

都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
の
常
務
取

締
役
に
就
任
し
ま
し
た
。
広
島
電
鉄
な
ど

で
培
っ
た
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
便

利
で
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
乗
り
物
と
な

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

私
と
し
て
は
、
全
国
初
の
取
り
組
み
と

な
る
「
信
用
乗
車
方
式
」
を
導
入
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
方
式
は
、
日

本
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

駅
員
や
乗
務
員
に
よ
る
運
賃
の
収
受
や
、

乗
車
券
の
改
札
を
省
略
す
る
方
式
の
こ
と

で
す
。
全
国
の
路
面
電
車
で
は
、
運
転
士

や
車
掌
の
近
く
の
ド
ア
か
ら
運
賃
を
支
払

い
降
り
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
が
、
ド
ア

付
近
に
設
置
し
た
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
IC

カ
ー
ド
を
か
ざ
す
だ
け
で
、
運
賃
収
受
を

済
ま
せ
る
よ
う
に
す
る
の
で
す
。
こ
う
す

る
こ
と
で
、
全
て
の
ド
ア
か
ら
乗
り
降
り

が
可
能
と
な
り
、
停
留
場
で
の
停
車
時
間

が
短
縮
さ
れ
ま
す
。
一
つ
の
停
留
場
で
は

数
十
秒
の
短
縮
で
も
全
体
で
は
速
達
性
が

飛
躍
的
に
向
上
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に

便
利
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
一
つ
の
要
因

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

こ
の
他
に
も
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
で
は
全
国
初
の

試
み
と
し
て
、
乗
車
・
降
車
は
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
ド
ア
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
ら

う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
す
る
こ

と
で
、
寒
い
時
や
暑
い
時
も
車
内
の
温
度

を
一
定
に
保
つ
こ
と
が
で
き
、
快
適
性
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

市
民
の
皆
さ
ん
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
親
し
み
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
多

く
の
接
点
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
路
線

名
や
車
両
な
ど
の
愛
称
募
集
、
「
路
面
電

車
の
日
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
電

飾
を
施
し
た
「
ク
リ
ス
マ
ス
電
車
」
な
ど

の
季
節
電
車
の
運
行
な
ど
、
楽
し
さ
の
あ

る
計
画
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

ま
た
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
る
た
め
に
は
、
運
転
士
を
は
じ
め
全

社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
安
全
な
運
行
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、「
お
も
て
な
し
の
心
」

を
も
っ
て
対
応
す
る
な
ど
、
信
頼
さ
れ
る

会
社
・
社
員
を
目
指
す
こ
と
が
一
番
大
切

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
は
じ
め
、
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
機
関

が
役
割
を
分
担
し
連
携
を
図
る
こ
と
で
、

便
利
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
交

通
手
段
の
１
つ
と
し
て
便
利
な
も
の
と
な

る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
市
民
の
皆
さ
ん
に

親
し
み
愛
さ
れ
る
た
め
に

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
開
業
に
向
け
て

Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
身
近
な
交
通
手
段
の
１
つ
に

全
国
に
誇
れ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
実
現
に
向
け
て

アイデア通信

LRTが多くの人に利用され、市民に親しまれる
乗り物となるために、私はこう考えます。

1 市民や来訪者が便利に気軽に利用できる公共交通
としてＬＲＴに期待することは何ですか（○は３つまで）。
１　駐車場や駐輪場などの整備　２　快適な待合スペー
スや座り心地の良い座席の設置　３　目的地までの到着
の早さ　４　短い間隔での電車の運行　５　バスなどと
連携したＩＣカードの導入　６　電車接近情報などの案内
情報の充実　７　１日乗車券などの発行　８　車内への
自転車の持ち込み　９　乗降補助などを行うアテンダン
トの乗務
10 その他

2 多くの市民が親しみを持てるLRTとなるために、ど
のような取り組みが有効だと思いますか（○は３つ
まで）。
１　記念セレモニーなどのイベント開催　２　「餃子電
車」や「カクテル電車」などの企画電車の運行　３　季節
電車やラッピング車両の運行　４　電車や停留場などの
愛称の募集　５　キャラクターグッズや模型などの製作・
販売　６　施設見学会などの実施
７　その他

▼あなたの意見をお寄せください
　市民の皆さんから、「ＬＲＴ」についての意見・提案をお受けします。寄せら
れた意見・提案などは、施策の参考とします。なお、一部を後日、広報紙で紹
介します。質問などへの回答は、直接本人あてに返信しませんので、ご了承
ください。
　下のはがき（切手不要）を切り取り、3月18日（金）
までにポストに投函してください。他のはがきや手
紙・ファクス・Eメール・市ホームページのアンケート

（携帯サイト含む）でも受け付けます。
送付先・問い合わせ先
〒320-8540市役所総合政策部広報広聴課
☎（632）2129、 （639）0627
Eメール：u2030@city.utsunomiya.tochigi.jp
広報うつのみやプラス「ＬＲＴ」についての問い合わせ先
建設部ＬＲＴ整備室
☎（632）2277、 （639）0626
Eメール：u2017@city.utsunomiya.tochigi.jp

▲携帯サイト用QRコード

宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　

常
務
取
締
役
　中
尾
　正
俊 

さ
ん

君
島
さ
ん
　
栃
木
SC
の
試
合
観
戦
に
グ

リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
行
く
時
、
今
は

車
が
主
な
交
通
手
段
で
す
が
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ

に
乗
っ
て
行
け
れ
ば
交
通
手
段
の
選
択

肢
が
増
え
て
、
行
き
や
す
く
な
る
と
思

い
ま
す
。

板
橋
さ
ん
　
ま
ち
な
か
の
学
生
は
、
Ｌ
Ｒ

Ｔ
で
通
学
で
き
れ
ば
便
利
な
は
ず
で
す
。

私
は
乗
り
物
に
弱
い
の
で
す
が
、
Ｌ
Ｒ

Ｔ
は
振
動
が
少
な
い
と
聞
い
て
い
る
の

で
期
待
し
て
い
ま
す
。

永
嶋
さ
ん
　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
車
両
に
ラ
ッ
ピ
ン

グ
が
で
き
る
と
聞
き
ま
し
た
。
市
民
か

ら
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

小
平
さ
ん
　
IC
カ
ー
ド
が
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
は

じ
め
電
車
や
バ
ス
で
も
共
通
で
使
え
た

ら
と
て
も
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。

福
井
さ
ん
　
こ
の
停
留
場
を
降
り
た
ら
こ

ん
な
場
所
へ
行
け
る
な
ど
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を

利
用
し
た
く
な
る
具
体
的
な
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

板
橋
さ
ん
　
停
留
場
で
待
ち
時
間
に
飽
き

さ
せ
な
い
工
夫
が
あ
る
と
う
れ
し
い
で

す
。

全
員
　
気
軽
に
立
ち
寄
れ
て
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
軽
食
や
飲
み
物
を
提
供
し
て
く

れ
る
お
店
、
種
類
が
豊
富
な
充
実
し
た

自
動
販
売
機
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど

も
あ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

小
平
さ
ん
　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
バ
ス
な
ど
、
ス

ム
ー
ズ
に
乗
り
継
ぎ
が
で
き
れ
ば
、
利

用
す
る
人
が
増
え
て
渋
滞
緩
和
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。

福
井
さ
ん
　
私
は
清
原
地
区
在
住
で
す
が
、

清
原
球
場
や
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
多
い
の
に
交
通
の

便
が
悪
い
の
で
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
い
え
ば
清

原
地
区
」
を
思
い
浮
か
べ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

君
島
さ
ん
　
せ
っ
か
く
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
通
る
な

ら
、
JR
宇
都
宮
駅
の
東
側
に
も
オ
リ
オ

ン
ス
ク
エ
ア
の
よ
う
な
人
が
集
ま
れ
る

場
所
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

永
嶋
さ
ん
　
県
全
体
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
通
る
と

う
れ
し
い
で
す
。
県
外
か
ら
観
光
に
来

る
人
は
、
新
幹
線
で
JR
宇
都
宮
駅
に
来

て
、
そ
こ
か
ら
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
乗
り
換
え
て

県
内
各
地
に
出
掛
け
て
ほ
し
い
で
す
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
乗
っ
た
ら
、
餃
子
や
い
ち
ご

の
ク
ー
ポ
ン
券
を
観
光
客
に
配
る
の
も

お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

板
橋
さ
ん
　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
走
る
よ
う
に
な
れ

ば
宇
都
宮
市
や
栃
木
県
の
知
名
度
が
上

が
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
茨
城
県
在
住

な
の
で
、
茨
城
県
で
も
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
走
ら

せ
て
、
北
関
東
全
体
が
活
気
付
き
、
知

名
度
が
ア
ッ
プ
し
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

未
来
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
馳
せ
る
想
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞
き
ま
し
た

宇
都
宮
メ
デ
ィ
ア・ア
ー
ツ
専
門
学
校
の
皆
さ
ん

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に

乗
っ
て
み
た
い
で
す
か
。

質　問

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
期
待
し
ま
す
か
。

質　問

Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
親
し
ま
れ
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
何
だ
と
思

い
ま
す
か
。

質　問

▲上　左から板橋
ま  　い

真絵さん、福井遼さん、君島忍さん。
　下　左から小平千里さん、永嶋

かいと

海翔さん。

ギ
ョ
ー
ザ

は

中尾　正俊さん
1967年4月に広島電鉄に入社。36年間にわたる電
車部勤務の後、常務取締役電車カンパニープレジデ
ントに就任。2009年に退任後は、広島バスにて取
締役や、鉄道技術総合研究所にて鉄道技術推進セン
ターレールアドバイザーなど、公共交通に関わる役
職を歴任し、現在に至る。

プロフィー
ル

◎宇都宮メディア・アーツ専門学校建築インテリアデザイン科・建築インテリアデザイン研究科の
皆さんは、LRTに関する出前講座を受講しました。
◎LRTに関する出前講座　▽内容　公共交通ネットワークの構築やLRT整備の検討状況など▽その
他　申込方法など、詳しくは、LRT整備室☎（632）2277へ。



　人口減少、少子・超高齢社会を迎える中、子
どもから高齢者まで安心して便利に暮らせる魅
力あるまちとして発展していくため、本市では
「ネットワーク型コンパクトシティ」のまちづ
くりに取り組んでいます。
　その実現に向けては、拠点間のつながりを高
めて、市域内を快適に移動できることが重要と
なります。そのため、地域の特性に応じ、各種
公共交通が機能的・効率的に連携した階層性の

ある公共交通ネットワークの構築に取り組んで
います。LRT（Light　Rail　Transit・次世代型
路面電車システム）は、その中心を担う東西基
幹公共交通として整備します。
　本市では、LRTの整備によって、市民の皆さ
んが日常生活においてさまざまな移動手段を確
保でき、また、沿線地域の産業の活性化や、将
来的な鉄道との連携による広域交通ネットワー
クの形成などの効果を期待しています。

テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）で
お寄せください。

テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）で
お寄せください。

もっと深く

宇都宮情報

もっと深く

宇都宮情報

総
合
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

「
要
」と
な
る
L
R
T
の
整
備

L ight
R ail
T ransit

ライト レール トランジット

差出有効期間
平成 年 月
日まで

【切手不要】

料金受取人払郵便

宇都宮中央郵便局
承　　認

3269
28

15
8

（受取人）
　宇都宮市旭１丁目１番５号

（宇都宮市役所）
　宇都宮市総合政策部広報広聴課

行

年齢　　　　　 歳
差し支えがなければ記入してください。広報紙で意見を紹介する際には、氏名の記載はしません。
なお、はがきの情報については、目的以外には使用しません。

職業

住所氏名

3 2 0 8 7 4 0

　広報うつのみやプラスや政策特集は、皆さんに一緒に考
えていただきたいテーマを取り上げ、年数回編集します。 

前回の広報うつのみやプラス前回の広報うつのみやプラス前回の広報うつのみやプラス
　前回の広報うつのみやプラス「宮の
イイトコロ」に対して34人の市民の皆
さんから意見をいただきました。代表
的なものを紹介します。前回のテーマ

宮のイイトコロ 宇都宮ブランド戦略　100年先も
誇れるまちを、みんなで
　宇都宮では、市民の皆さんが誇
りをもって住み続け、市外の人や企
業から選ばれるまちとなるため、ブ
ランドメッセージ「住めば愉快だ宇
都宮」の下、「宇都宮ブランド」を推
進しています。これまで、「宇都宮愉

快市民」や「オリジナル愉快ロゴ」など、個人や団体・事業
者が参加できる仕組みづくりなどに取り組んできました
が、平成26年度からは、「ダブルプレイス（2地域生活）」
をキーワードに「宇都宮ならではの暮らしの魅力」を市内
外に広く発信しています。
「ダブルプレイス」から見た宇都宮の魅力を教えます
　「外からの視点」を持った「ダブルプレイス」を実践して
いる山口明子さん（子ども服店経営）、宮本

のぶ  つね

暢常さん（農
業経営）、

ピーター

Peter 
スミス

Smithさん（ポタリング団体代表）、五月
女真弓さん（キャンプボランティア）のライフスタイルを
通して、宇都宮の暮らしの良さをお伝えします。

「宮のイイトコロ」の概要「宮のイイトコロ」の概要「宮のイイトコロ」の概要

■その他の主なもの　買い物、飲食店、子育て、レジ
ャー、釜川沿い、八幡山公園（桜・つつじ）、長岡百
穴、中央公園、各地域の文化財、病院・学校などがそ
ろっていること、隣人との距離間、東京からの距離、
紅茶、宇都宮城、歴史、篠井の金山

■それぞれの地区、団体、仲間内での楽しい雰囲気づ
くり、盛り上げていこうとする心意気を大切にする
（鐺山町・50代）。

■ごみを拾う、桜の見所を知らせる（大曽3丁目・70代）。
■自分が気に入っている所や行きたい所に連れて行く

（鶴田町・50代）。
■市民の笑顔（陽南4丁目・70代）。
■宇都宮に住んでいて｢良いですよ｣と伝えている（氷

室町・30代）。
■宇都宮はきれいな所だと思ってもらえるように、道

にごみを捨てないのはもちろん、地域の清掃活動に
積極的に参加している（平松本町・20代）。

■来訪者への心遣い（今泉町・60代）。
■宇都宮に来た人に親切にしてあげる、また、優しく

してあげる（鐺山町・60代）。
■ごみ拾いや植栽の手入れなど、自宅の周囲をきちん

とする（横須賀市・60代）。
■思いやりの心で人と接する（峰3丁目・50代）。
■イベントやおいしい店の情報など、宇都宮での楽し

い生活を自分の言葉で知人に伝えている（平出町・
30代）。

■宇都宮名産のお土産を贈る（徳次郎町・30代）。

（2）宇都宮に行きたい・また来たい、と思われるために、
できることや心掛けていることは何ですか。

（１）市外の人に宇都宮の何を自慢したいですか（複数回
答可）。
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ギョーザ

大谷石

暮らしやすさ

豊かな自然

おいしい水

農産物

人柄の良さ

自転車

防災・安全

プロスポーツチーム
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カクテル

イベント

公共交通

公共施設


